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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
Express5800/T120b-M 


ソフトウェア編 

Express 5800シリーズ用に用意されているソフトウエアについて説明します。 



r 添付の DVD について」 （324 ぺージ） 

本体に添付の 「EXPRESS 目 ULDER」DVD に収められているソフトウェアにつ 
いて紹介します。 


「 EXPRESSBUILDER 」（32 目ページ） 

セットアップツール 「EXPRESSBULDER」 について説明します。 


「 ExpressPicnic 」（331 ぺージ） 

シームレスセツ ト アップ用パラメータフアイルを作成するツール rExpressPicnicJ 
じついて説明します。 


r 本体用バンドルソフトウエア」（343ページ） 

本装置にインストールするバンドルソフトウエアについて説明します。 


r 管理 PC 用バンドルソフトウエア」 （3 日日ページ） 

本体を監視-管理するための管理 PC にインストールするバンドルソフトウェ 
アについて説明します。 


ON し己 10_017 01-T120bM-000-03-1 006 





324 添がの DVD について 


添巧の DVD にごいて 

添付の 「 EXPRESSBUILDER ®」 DVD じは、本装置を容易にセットアップするためのユーティ 
リティやを種バンドルソフトウエアが収録されています。これらのソフトウエアを活用するこ 
とにより、本装置の機能をより多く引き化すことができます。 


W "0 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD は、本装置の設定び完了した後でも、 0 S の再 
インストールや BIOS のアップデートなどで使用する機会びありまず。紛失し 
ないように大切に保存しておいてください。 




オプションの RAID コントローラ ( N 8103-129./130) を利用して RAID システム 
の設ををする RAID ユーティリティはボード上のチップに搭載されています。 
これらのユーティリティの操作方法については、オプションの RAID コント 
ローラに添付の説明書を参照してください。 
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CD-ROM 装置のみの管理 PC を使用したいとを 


EXPRESS 目 ULDER は DVD メディアにて提供しているため、 DVD メディアが読み込める装置 
のあるコンピュータでないとを種ソフトウエアのインストールをすることができません。 CD- 
ROM 装置のみのクライアントマシンへソフトウエアをインスI-ールしたい場合は、次のよう 
な手順じて、いったん CD-R 等へコピーしてから使用してください。 


本手順は、クライアントへソフトウェアをインストールずる目的に限り、 CD 
1枚分のみコピーすることびでをまず。 


1. 本装置など、 DVD メディアが 読み込める装置へ 「EXPRESS 巨 UILDER」DVD を 
セツトする。 

2. オートランメニューが起動した場含は終了させる。 

3. エクスプ□ーラから、 「EXPRESS 目 UILDER」DVD に格納されたじ(下のファイ 
ル-フオルダを八ードディスクドライブへコピーする。 

¥(ルー トフ オルダ)： version.xml を〕 ピー 

I 

I 

+…¥017 

I 

I 

+ —— ¥ar_menu 下すベて 

I 

I 

+—- ¥docW 下すベて 

I 

I 

+ —— ¥winJU 下すベて 

4. 手順3にてコピーしたファイル-フオルダをそのままのフオルダ構造にて CD-R へ 
コピーす る。 

コピーするときは、ルートフオルダを一致させてください。 

己. CD-R への コピーが完了したら、手順3にてコピーした八ードディスクドライブ上 
のファイル-フオルタ'はすべて削除する。 

6. 手順4で作成した CD-R をクライアントマシンの CD-R 日 M 装置へセツトする。 

7. エクスプ□ーラから、 CD 内のじ(下のファイルを実行する。 

¥01 7¥ar_menu¥autorun_menu.exe 口 2bit エディシヨンの場合） 

autorun_menu_x64.exe (64bit エディシヨンの場合） 
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EXPRESSBUILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 OS のインス!ル、装置のメンテナンスなどをするためのソフ 
トウエアです。 EXPRESS 目 ULDER から 0 S をインストールする際には、インストール対象の 
八ードディスクドライブ（または RAID システムの論理ドライブ1台のみ）だけを接続して 
セットアップしてください。 


各メニューの起動について 


「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を本装置の光ディスクドライブにセットして起動すると、じ(下 
のようなメニューが起動します。 


Boot selection 


Os i nsta L Lation***def auLt***. ① 

Tool menu ( Norma L mode )....... ⑤ 

Tool menu ( Red i rec t i on mode ). ③ 


① Os installation 

本項目を選択すると 、 Windows PE のソフトウエア使用許諾画面が表示されます。 


田 


xj 


ホソフトウェアを巧用される巧さは* I はい1を这巧して篇灼に同ましてください • 


MICROSOFT ® WINDOWS ® PREINSTALLATION ENVIRONMENT ® 巧許託契の害 

至要 W 下のを件を注意してわ読み下さし、。 

本使巧許諾契の害（た1下、本契約害といいます）は、おをなと上記に示されたマイクロソフト 
巧のソフトウェア製品 < W 下、本ソフトウェアといレます）がをまれているコンビュータシス 
テムまたはソフトウ：!：ア下、本コンビュータとレいます）の製造を（た TF 、 本製选者とし、 
います）との巧で締結されるホ的な契の害です。大切に保管してください。 




本ソフトウエアには、 
インマニュアル、ちイ •' 
ソフトウエアについて. 
使用許託契約まが適用 


_ __ュータソフトウ1アおよびそれに閲违するおか、巧刷物、 

. を31リ^|章占許語契約害がホィ寸されている場合を I 主、グを jk をみ 


口刷物、オンラ 
巧されている 


Zl 


[はい]をクリックすると、 EXPRESS 目 UILDER トップメニューが表示されます。 
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NEC 

EXPRESS 目 UILDER 

Step 1 沒 - 



y ニューぞ涅巧して、 r; 欠へ」ボタンを巧してください。 

•RAID 巧誌や0巧インストールする谅合は、 r シームレスたットアッブぞ実行する」ぞ迭巧してください。 
•巧菓慰夕了する巧合は、じ卻邸 SSBUILDER をが了する J ぞ进巧してください。 


f シームレスたットアツブぞ実行する 


广 Windows 巧 OEM-Dis 访巧巧する 
广 Linux 用ドライパディスクぞ巧ぶする 

广 Linux Recove が f ーティションを巧巧する (Linux サービスたット巧） 
广 RA ののコンフィヴレーションI悟ま R をたーブに!ー ドする 
广 EXPEESSBUILDER1 こドライ J 巧ロードする 


广 EXP 趾だ BUILDE 妨巧了する 


J 次へ 


— "〇 本ツールは Confi 呂 uration Tool であり、 Windows PE 3.0 を使用していま 
ず。72時間継続して使用すると自動的に再起動されまずのでごを意くださし、。 


このメニューから、 0 S インストールのための「シームレスセットアップ」（導入編 
参照）や、 t (下のような機能を起動することができます。 

a) Windows 用 OEM-Disk を作成する 

Windows のマニュアルセットアップで必要となる OEM-Disk を作成します（導 
入編 ー マニュアルセットアップ参照)。 

b) Linux 用ドライバディスクを作成する 

Linux のインストール時に必要となるドライバディスクを作成します。 Linux 用 
ドライバディスクは、シームレスセツトアップの途中で作成することもできま 
す。 


C) LinuxRecovery パーティションを作成する (Linux サービスセット用） 

Linux Recovery パーティシヨンには、インスI—ルディスクのに〇フォーマッ 
トイメージファイル等、 Linux のシームレスセットアップで必要となるモ 
ジユールが格納されます。 Linux Recovery パーティションは、巨 TO (工場組み 
a み化荷)時の八ードディスクドライブ内に予め作成(サイズは約 5GB) されて 
いますが、 RAID 再構築などでパーティションを新規作成する場合は、 Linux 
Recovery パーティシヨンの作成が必要になります。なお、 Linux Recovery パー 
テイシヨンはシームレスセツ トアップの途中で作成することもできます。 


^ 八ードディスクドライブの接続や RAID システム構成を確認し、正しく認識さ 

区エック I れている状態で Linux Recovery パーテイシヨンを作成してください。 


Linux サービスセット について 

rUmx サービスセット」は、 Linux (ディ ストリビューシ ヨン） とサポートサー 
ビスなどを組み合わせ、 エンタープライズシステムで Linux をより安ムしてお 
使いいただけるようにする製品です。システムの運用性•信頼性向上とシステ 
ム管理者の負荷軽減の実現のために、下記のを種機能やサービスを提供してい 
ます。 


-設を時や障害時の問題解巧を支援するサポートサービス 
-導入時の作業時間を大幅に削減する目 TO インストール化荷 
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- 出)荷対象の全ての OS •サーバモデルで実機での動作評価を実施し、安ム 
して運用していただける環境を提供 

-製品化荷後に公開された新しいカーネルについても評価情報-アップデー 
卜手順を提供 

-障害の発生や予兆を早期に発見可能なサーバ稼動監視ツールを提供 
rUnux サービスセット」の詳細については、 W 下の Web サイトをご覧ください。 

http://www.nec.co.jp/linux/linux-os/ 

d ) RAID のコンフィグレーション情報をセーブ/□ー ドする 

アレイボード上の RAID コンフィグレーション情報を保存したり、復元したりす 
ることができます。 

e ) EXPRESSBUILDER にドライバを□-ドする 

通常は使用しません。オプション製品を追力□した場合に使うときがあります 
(導入編一応用セットアップ参照)。 

② Tool menu(Normal mode ) 

本項目を選択すると、表示言語の選択の後、ツールメニューが起動します。 





保守/誌ミ用のユ；ティリティです。1 |S I 

— Maintenance Utility ではシステム巧巧の表を、管巧、 tf 定などを巧います 。 J 

「 i 

- BIOS/FW Updating では日 IOS やを挂ファームウェアのち巧を斤います。 」， 

- ROM-DOS Startup FD では ROM — DOS をを資1できるフロッピーディスクを作巧します。 
-Test and diagnostics では装置の試験や診巧をます。 

-System Management では BMC 巧巧の表示、設定などを巧います。 （ BMC ヴポート時のみ) 


このメニューから、 W 下のような保守用の機能を起動することができます。を機能 
の詳細じついては、運用-保守編の保守ツールの章を参照して<ださい。 


a ) Maintenance Utility 

オフライン保守ユーティリティを起動します。 


b ) BIOS/FW Updating 

システム BIOS をアップデートします。 


C) R 0 M - D 0 S Startup FD 

ROM - DOS 起動用サポートディスクを作成します。 


d ) l est and diagnostics 

システム診断を起動します。 


e ) System Management 

システムマネージメント機能を起動します。 
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③ fool menu (Redirection mode ) 

本項目は、 BIOS 〕 ンソールリダイレクシヨン機能を使用して、コンソールレスにて 
操作する場合にのみ選択してください。 

一^ リモート KVM 機能を使用しているときは、本項目ではなく②の項目を選択して 
I チェック I ください。 



このメニューから起動できる機能は、②のメニューから起動できるものと同等です。 
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才ートランで起動ずるメニ 


Windows が動作しているコンピュータへ EXPRESS 目 UILDER をセツトすると、才ートラン機能に 
よリメニューが起動しまず。 




セットしたタイミングによっては、自動的に起動しない場合があります。その 
ような場合は、いったんドライブから EXPRESSBUILDER をイジエクトし、再 
度セットしてくださし、。また、メニユーを再表示させたいときは、エクスプ 
口ーラから「マイコンピユータ」を選択し、 EXPRESSBUILDER をセットした 
ドライブのアイコンをダブルクリックしてください。 


メニューからは、 Windows 上で動作するを種バンドルソフトウエアのインストールやオンラ 
インド车ュメントを参照することができます。 



オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式の文書で提供されているものもあ 
ります。このファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の 
Adobe Reader がインストールされている必要があります。 Adobe Reader がイ 
ンストールされていないときは、あらかじめ Adobe システム社のインターネッ 
トサイトより Adobe Reader をインストールしておいてください。 


メニューの操作は、ウィンドウじ表示されているそれぞれの項目をクリックするか、ちクリッ 
クして現れるショートカットメニューを使用してください。また、一部のメニュー項目は、メ 
ニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレイアウト表示され選択できま 
せん。適切なシステム-権限で実行してください。 


^ DVD を光ディスクドライブか6取り出す前(こ、メニューおよびメニューか6起 
巨 エック I 動したオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてください。 
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ExpressPicnic 

「 ExpressPicnic ®」 は、 EXPRESSBULDER のシームレスセットアップで使用する「パラメー 
タファイル」 を作成するツールです。 

EXPRESSBULDER と ExpressPicnic で作成したパラメータファイルを使ってセットアップ 
をすると、いくつかの確認のための车一入力を除き 0 S のインストールからを種ユーティリ 
ティのインス I -ールまでのセットアップを自動で行えます。また、再インストールのときに前 
回と同じ設をでインストールすることができます。「パラメータファイル」を作成して、 
EXPRESSBULDER からセットアップすることをお勤めします。 

フ□、ソピーディスクをご使用の場合は、別途 USB フ□、ソピーディスクドライブをご用意くだ 
さい。 


W "0 Windows Server 2008 R 2 ,Windows Server 2008, Windows Server 
2003用の「パラメータフアイル」び作成できます。 



「パラメータフアイル」がなくてもシームレスセットアップは可能です。また、 
「パラメータフアイルの入った FD 」は、 EXPRESS 巳 UILDER を使ったセットアッ 
プの途中で作成または修正することもできます。 


Flash FDD じ保ちしたパラメータを使ってのセットアップはサポートしてい 
を；！:ック] ません。 


パラメータフアイルの作ぶ 


0 S をインストールするために必要なセットアップ情報を設をし、「パラメータファイル」を作 
ぶします。じ(下の手順に従ってください。 


パラメータファイルの作成中は、絶対に [ EXPRESSBUILDE 刊 DVD をドライ 
ブか5取り出さないでください。 



• ExpressPicnic は PC 98 -NX シリーズ- PC -9800 シリーズ- PC - AT 互換機 
で動作します。 

参 ExpressPicnic は々の 0 S 上で動作します。 

- Windows Server 2008 R 2 (フルインストール） 

(ユーザアカウント制御 （ UAC ) は無効にしてください） 

- Windows Server 2008 (フルインストール） 

(ユーザアカウント制御 （ UAC ) は無効にしてくださし、） 

— Windows Server 2003 x 64 Editions , Windows Server 2003 
— Windows 7 

(ユーザアカウント制御 （ UAC ) は無効にしてください） 

— Windows Vista 

(ユーザアカウント制御 （ UAC ) は無効にしてください） 

— Windows XP x 64, Windows XP 
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1. 日 S を起動する。 

2. 添付の 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 DVD を光ディスクドライブにセットする。 

3. 画面上でちクリックするか、 [ Windows をセツトアップする]を左クリックする。 



4. [ ExpressPicnic ] をクリックする。 



ExpressPicnic が起動します。 




ExpressPicnic 
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日.パラメータの□ード画面が表示されたら、[パラメータを□ードしない]のチェック 
ボックスがオンになっていることを確認し[次へ]をクリックする。 

WEC EXPRESSBUILDER 


Step[p ザ |"> ||os の Yi 卡 

ExpiwsPicnic では、 J 巧户タファイルの巧ぶおよび梅正を讯、ます。 

巧拍に J 巧メータファイルを巧がする巧合は、。がータ扣ードしなしりを强巧してください。 

巧巧の J 啸ータファイルを候正する巧合は、。がータぞロードする J ぞ进おし J 巧六ータファイルの,なぞ入力してくだ訊、。 

P ぃ所ータ奶ードしなぃ 

广パラメーさぞ口ードする ：I 缉で I 



6. インス I-ールする日 S を選択する。 

[ Windows (32 bit エディシヨン)をインス I -- ルする]または [ Windows (64 bit エディ 
シヨン)をインストールする]を選択し、[次へ]をクリックしてください。 



7. RAID の設定をする。 

[ RAID の設を]画面が表示されます。設を内容を磕認し、必要なら修正を行ってか 
ら[次へ]をクリックしてください。 

WEC EXPRESSBUILDER 

step が巧，,. 1 ]。3琴… 1^吟|鑛吟|なち卡|難を吟 

1^^^^15^?^^；^^；^^>舱、および灑朽イプぞそのままほ巧する巧合|ま、 

むお、論巧ドライブの巧ぶには、同型番の物巧デ J Vイスしかほ用できません。 

論理ドラィブの巧巧をスキップする 

「广成の設定で說巧ドライブを巧巧する (tift 巧ドライブが巧巧の巧合、ディスク巧のデーさはすベて消去されます)-1 

RAID コント□ーラ ： — 

措緑されてし、るを巧!里デ,、"イスのお数 : - 

論巧ドライブぞ巧ぶする巧!巧デ/ 1" イスのお数 : … 

RAID レペル ：… 

ホットスベアIこ指ちされる巧巧デ J Vイスのゎ铁 ： … 

ほ用しなし顺巧デ J i. イスのお叙 : — 


R る 


つ TOP へ 


巧デ 


フォルトへ*す 
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W"0 ExpressPicnic では、[接続されている全物理デバイスの台数]は RAID コン 
卜□ーラびサポートしている上限値になっていまず。 r 論理ドライブを作成ず 
る物理デバイスの台数」と「ホットスペアに指定される物理デバイスの台数」 
の合計び、 r 対象装置に接続されている全物理デバイスの台数」を超えないよ 
うに注意してください。 



論理ドライブの作成には、同型番の論理デバイスしか使用できません。 


8. メディアとパーティションの設定をする。 

[メディアとパーティションの設を]画面が表示されます。 

「 Windows ファミリ/エディション」で、インストールするエディションおよび、イ 
ンストールの種類(フルインストール/56「ソ6に0「6インストール)を選択後、設を内容 
を確認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 

[Windows Server 2008 R2 の場合] 




NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


StepJ 艦 f 。 を,. 1 鋼 " 嘴 ♦■ 靴 * 

インスト—ルするが^'ィアと、インスト—ルホのシステムドライブぞ巧定してび巧 U 
•な 迪用可能な Service Pack! こつ C 口:は、「 ユ- ザーズガ仆 .J をを照してくださし、。 

「巧な卿トティシヨン对ま巧する」謎!巧した巧合、ディスクの1宙目化飘のトティシヨンへ05$インスト-ルしまん 


ルメディアの;旨定_ 
，ファミリ正デイシ3ン 


IVS Server 2008の StondaMC? ルインストール） 


キーポードレイアウト 
さイムゾーン 


: 「(GMT+OT: 抑)巧肪化巧' ま巧 


「 WinW ンステムドライブの試を- 

、巧巧のパ-•ティシ3ンぞほ用する浦1パ-ティシ3ンのみクリアされます〉 

国さ、すぺてクリアされます>- 


なクの内容は、 
妨巧巧する 


:「 33000が 

( 13.480 MB- 2,05 


るご’ し》次‘ 


0TDP 〜 巧デ 


[Windows Server 2008の場合] 
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[Windows Server 2003の場合] 




Bi 


• Windows Server 2003 R2 でヴービスパックを適用する場合は、 
シームレスセットアップ完了後、 Windows Server 2003 R2 

D 旧 C2 を適用してか5「システムのアップデート」にてサービスパッ 
クを適用してください。 

• パーティションサイズについて 

- OS をインストールするパーティションは、（^、要最小限切上のサイ 
ズを指定してください（已7ぺージ、88ぺージ参照)。 

- 接続されている八ードディスク ly 上の容量は指定しないでくださ 
い。 

- RAID 構成で2,097，1 44MBiy 上の論理ドライブは作成できませ 
ん。 

• 「Windows システムドライブの設定」で「新規に作成する」を還択し 
たとき、ディスクの内容はずべてクリアされまずのでご注意ください。 

• Windows Server 2008 R2 をご使用の場合、 「Windows システムド 
ライブの設定」で r 既存のパーティションを使用する」を還択すると、 
ブートパーティション（存在する場合)、 Windows パーティションの情 
報はフォーマットされ、すべてなくなりまず。それに(がのパーティショ 
>の情報は保持されます。下図は、情報び削除されるパーテイシヨンを 
示しています。 


ブートパーテイシヨン 

Windows ノトテイシヨン 

ユ-ザデ-タパうィシヨン 

削除 

削除 

保持 


参 Windows Server 2008または Windows Server 2003をご使用の 
場台、 「Windows システムドライブの設定」で「既存のパーティション 
を使用する」を還択すると、最初のパーティションの情報は フォー マツ 
卜され、ずべてなくなりまず。それ切がのパーティションの情報は保持 
されます。下図は、情報び削除されるパーティションを示しています。 


第1パーテイシヨン 

第2パーテイシヨン 

第3パーテイシヨン 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 
既存のパーティシヨンを残したまま再インスIルすることはできませ 
ん。 「Windows システムドライブの設定」で「既存のパーティシヨン 
を使用する」を選択しないでください。 
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9. 基本情報の設定をする。 

[基本情報の設を]画面が表示されます。ユーザ情報を入力して[次へ]をクリック 
してください。 

[Windows Server 2008 R2/Windows Server 2008の場合] 



[Windows Server 2003 の場合] 



• Windows Server 2003の場合、コンピユータ名および使用者名の入 

置3 力は必須です。 

• Windows Server 2008 R2 /Windows Server 2008の場合、 ] ン 
ピユータ名および、次の条件を満たす Administrator パスワードの入 
力は必須でず。 

- 目文字上(半角） 

- 数字/英大文字/英小文字/記号のいずれか3つ m 上を含む 



• パラメータフアイルを口ードした場合や、 steps 必降の画面から steps に 
画面を戻した場合、 「 Administrator パスワード」および 「 Administrator パ 
スワードの確認」に値を設をしていない場合でも「参参参参参参」が表 
示されます。 

• Windows Server 2008 R 2 /Windows Server 2008の場合、使用者名は 
「 Administrator 」 固定:です。 
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10. ネットワークプロトコルの設定をする。 

[ネットワークプ〇トコルの設定]画面が表示されます。設を内容を確認し、必要な 
ら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 

wEl expressbuilder 

step p ヴ… f のす,"]ピ^3" 1 巧な,，1な r,, l^i* 



つ次へ 


巧デフ, 



カスタム設をでの登まま順は、 LAN ポートの番号と一致しない場合があります。 


11.参加ドメイン-ワークグループを指定する。 

[参力日ドメイン-ワークグループの指を]画面が表示されます。設を内容を確認し、 
必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step ||料 》 P ぎを I 今 | g ^^-| 卡ド お夕 

区孩達结な潑盎ア取よ嚴冯延奋辩盛真就。ぉへ J ボタンを巧してくださぃ。 



、 j なへ 


Vop へ 
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12. コンポーネントの設定をする。 

[コンポーネントの設を]画面が表示されます。設を内容を確認し、必要なら修正を 
行ってから[次へ]をクリックしてください。 

[Windows Server 2008 R2( フルインストール)/ 

Windows Server 2日日8(フルインストール)の場合] 



[Windows Server 2008 R2(Server€ore インストール)/ 
Windows Server 2日日 8(Server€ore インストール)の場合] 
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[Windows Server 2日日3の場合] 


NEC 


Step J 鑑 f 1 1 ! 到* I 器を* ■ジ辦 


EXPRE な BUILDER 



■ネット 9 ークサービス- 

厂巧ち TCPflP サービス 
厂巧的ホストが巧づロトコル (DHCP) 

厂ドバンネームシステムの NS) 
r Windows インターネットネームサイ.ス (WINS) 



) 次へ 


j) デフ♦ルトへ興す 


13. アプリケーションの設定をする。 

[アプリケーションの設定]画面が表示されます。設定内容を磕認し、必要なアプリ 
ケーションを選択して[次へ]をクリックしてください。 

[Windows Server 2008 R2 (フ J レインストレ）/ Windows Server 2008 
(フルインス!-ール）の場合] 
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[Windows Server 2008 R2 (Server Core インストール）/ Windows Server 
2008 (Server Core インストール）の場合] 


NEC 


-lalxl 

EXPRESSBUILDER 


1 参度ドバン 111 コンポ- r 睡 アプリケ —I ■パラメ- 夕 

step おも部,"！おで"‘ 11 露り ♦卜仇 


•ESMPRO だ* ivmA かがのインストールには、巧る二 
•ェクスブレスぶ8サービスま、 ESMPR0 だ e 

•EXPRE 湖饥 LDE 巧::含まれて一- - 

•r 胤0アブリケーシ a ンのイこ 


シ3ンを进巧してください。 

ィストールには、巧るネットワーク管理ブロトコル (SNMP) の設定び'ぶ要で¬ 
は' ESMPR0 だ ervwAg 如をインストールする巧合•のみ进おできます。 

飞ていなし、ディスクドラ-0 Vぞほ用する巧含は、 r 大容量記徹房ミ用 OEM. 
'ンスト—ル J につしのま、 r ユ—ザ-ズガイド J をき照してくださし、。 


用 0EM-D 如の通用」ぞ进巧してください々 


_巧な巧ち能アブリケーう 


る〇 0* 


胤0か1 

が 肖 I 臓 I 


0 TOP 


巧巧さがこァこ 


ブレス巧おれ!■ービス 【HTTPS) 
Universal RAID U …- 


再頒ホ巧おバッケー巧 x 86) 


[Windows Server 2日日3の場合] 




NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 


R 参 a" イン 111 コンポー I ■アプリ ケ ■パラメータ 

IJI おで， III 露 。]" ■►Ho 


脚 RO だ erverA ががのインストールには、巧るネットワーク管巧ブロトコル (SNMP) の設定がぶ要ですく 
•エクスブレス戚居サービスは、 ESMPRO だ erv«Ag がをインストールする巧合•のみ进巧できます。 

.EXPRESSBU 比 DERI こ含まれていなし1ディスクドラ-0 Vぞほ用する巧含は、巧を量記巧装置用 0EM-D 础の通巧」ぞ进巧してください。 
- r 适リ日アブリケーン3ンのインスト—ル J につしのま、「ユーヴ-ズガイド J をを照してくださし、。 


巧れ]巧能むアプリケーション 

ス容畳記.11装£用 OEM-DisI (の通巧 

适な]アブリケー:/^ンのインストール 


■る0 0次へ 


m \» I 

«肖I脱 J 


Otop 


巧折されたァこ 
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• 「追加アプリケーションのインストール」について 

「追加アプリケーションのインストール」とは、シームレスセットアップ 
の最後にあらかじめ指をされた任意のアプリケーションを自動でインス 
卜ールする機能です。 

詳細に ついては、 「 http :// www . nec . co . jp / expicnic / 」の [ FAQ ]- シリーズを 
選択-が応するバージョンの[重要]を還が-[追加アプリケーションのイン 
ストール]を参照してください。 

• 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」について 

- インストールメディアの設をにおいて、じ(下のエディションを還 
択した場合にのみ、表示されます。 

— Windows Server 2008 R 2 Standard (フルインストール）（日本語) 
— Windows Server 2008 Standard (フルインストール）（日本語） 
— Windows Server 2003 R 2 &andard Edition (日本語） 

— Windows Server 2003 Standard Edition (日本語） 

これに(外のファミリやエディションでは、インストールされませ 
ん。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールしない場 
合、[還がされたアプリケーション]の 「 NEC からのお知らせ」を 
還ネ尺し [<< 削除]をクリックし、[追加可能なアプリケーション] 

に移動していることを確認してください。シームレスセットアッ 
プ後、情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールす 
る場合は「システムのアップデート」でインストールしてくださ 

い。 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」についての詳細は、本書 
「「情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」」 （351 ぺージ)」をご覧 
ください。 


14 . パラメータをセーブす る。 


[パラメータのセーブ]画面が表示されます。 

r パラメータをセーブする」を選択し、 フォー マツト済み フ□、ソピー ディスクをセツ 
卜した後、パラメータファイルのパスをボックスへ入力し、[次へ]をクリックし 
ます。 


NEC 


EXPRESSBUILDER I 


-A 1 参»ド W/ [1 コンポー 1 アブリケー Hi パラメ—夕 

step J 端 71 I お卜こ； J おろ III \ 

い献一さぞたづする J ぞ进巧し、,データファイルの,、•ス臥力してください。 

J 、•ラゾータぞじーブしなし、巧合は、。、•ラメータを t ーブしなし、」を进巧してくだみ、 


广バラ:トタを tZ つ—しない 

巧 J 巧 y- 如た-ブする！ ■ を 巧 I 


•玄む C おへ 


.、 )T0P へ 


^ パラメータファイルのパス、およびファイルをに日本語は使用しないでくださ 

をエック] い。 
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1 日.フ□ッピーディスクに保存する。 



「パラメータファイルの入った FD 」が作成できました。 

[はい]をクリックし、パラメータファイルの作成を終了してください。 


回 


回 


A 


} {ラ:^一さコアイルの巧巧きが了しますか？ 


I 3 U I しん1え I 



参 既存の情報ファイル（パラメータファイル）を修正する場合は、[パラ 

メータの口ード]画面で、パラメータを口ードするをクリックしてくださ 
し、。ヘルプを参照して情報ファイルを修正してください。 

• 途中で終了する場合は、画面右上の[因]をクリックしてくださし、。 
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本体用バンドルソフトウエア 

本体にバンドルされているソフトウエアの紹介およびインストールの方まについて簡単に説 
明します。詳細はオンラインド羊ュメントをご覧ください。 


ESMPRO/ServerAeent ( Windows 版) 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）は本装置にインストールする本体監視用アプリケー 

シヨンです。 

EXPRESSBULDER のシームレスセットアップで自動的にインス I ルすることができます。 
ここでは個別にインストールする場合に知っておいていただきたいを意事項とインストール 
の手順を説明します。 



運用上のを意事項については、添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内のオンラ 
インドキュメント r ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）インストレーシヨン 
ガイド」に記載しています。ご覧ください。 


インス I ル前の準備 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）を動作させるためには対象 OS の TCP / IP と TCP / IP 関 
連コンポーネントの SNMP の設をが必要です。 

• ネットワークサービスの設定 

プ〇トコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定じついてはスタートメニュー 
から起動する r ヘルプ」を参照してください。 

• SNMP サービスの設定 

コミュニティをに 「 public 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 
ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「側の設をで受信するトラップのコミュニティをデフォルトの 
「*」から変更した場合は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Mamge 「側で新しく設をしたコミュニティ 
をと同じを前を入力します。 
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インストール 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）のインス!ルは添付の 「 EXPRESSBULDER 」 
DVD を使用します。本装置の 0 S が起動した後、 Autorun で表示されるメニューから[ソフ 
トウエアをセットアップする]- [ ESMPRO ] - [ ESMPRO / ServerAgent ] の順にクリッ 
クしてください。じ(峰はダイア□グボックス中のメッセージに従ってインストールしてくだ 
さい。 


NEC 




EXPRESSBUILDER 


Menu items 


J ドキュメントを読む 
つ t 占 わ dows をセ ごッっ する 
—ドラ-げィス する 



ESMPRO セットアッブ 

メインメニュ~ 


ESMPRO/ServerAgent Jj 
) こ OM ド Ku/ な erver/\gGf 化 extension 
ESMPRO/BMC Configuration 



ーテイりテイ 


Administrator 権限を持つユーザで □ グオンしてくださし、。 


ネットワーク上の光ディスクドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当 
てを行った後、そのドライブから起動してください。ェクスプ□ーラのネットワークコン 
ピュータからは起動しないでください。 



アップデートインストールについて 

ESMPRO / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、次のメッセー 
ジが表示されます。 

「 ESMPRO / ServerAgent が既にインストールされています。」 

メッセージに従って処理してください。 
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インスI-ール後の確認 

ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）をインストールした後に次の手順で正しくインス 
トールされていることを確認してください。 

1. 本装置を再起動する。 

2. イベント□グを開く。 

3. イベント□グに ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）の監視ヴービスに関す 
るエラーが登録されていないことを確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインス!-ールされていません。もう一度は 
じめからインストールし直してください。 


ESMPRO/ServerAgent (Linux 版 ) 


ESMPRO/ServerAgent ( Linux 版）は本装置 I こインストールするサーバ監視用アプリケーシヨ 
ンです。 EXPRESS 目 ULDER のシームレスセットアップで自動的にインストールすることがで 
きます。個別にインス I -ールする場合には、本体装置に添がされている「インストレーシヨン 
ガイド」を参照し、 ESMPRO / ServerAgent をインストールしてください。 


ESMPRO/ServerAgent Extension 


ESMPRO/ServerAgent Extension は本装置にインストールするリモート管理用ソフトウェ 
アです。 ESMPRO/ServerAgent Extension の機能やインストール方まについての詳細は 
EXPRESS 巨 ULDER 内の「インストレーシヨンマニュアル」を参照してください。 


ExpressUpdate Agent 


装置のファームウェアやソフトウェアなどのバージョン管理や更新を行うことができます。 
ESMPRO / ServerManagerCAoT 、 自動的にダウン□-ドした装置の更新パ、ソケージを、 
システムを停止せずに簡単に適用できます 。 ExpressUpdate Agent の機能やインストール方 
まについての詳細は EXPRESS 目 ULDER 内の「インストレーシヨンマニュアル」を参照して 
ください。 


W"0 ExpressUpdate に未対応のファームウエアまたはソフトウエアの更新パッ 
ケージび提供される事びあります。 

これ5の更新パッケージの適用に関しては 

NEC コーポレートサイト （http://www.nec.co.jp/) 

[サボート•ダウン□—ド]- [PC ヴーバ/ブレードサーパ']を参照してください。 
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Universal RAID Utility 


Universal RAID Utility は、 trF の RAID コント日ーラの管理、監視を行うアプリケーシヨンです。 


• LSI Embedded MegaRAID 

• N 8103 -129 RAID コント日ーラに 56 MB，RAID 0/1) 

• N 8103 -130 RAID コント日ーラに 56 MB，RAID 0/1/5/6) 

Universal RAID Utility のインス!-ールおよび操作方ま、機能については、添付の 
EXPRESSBULDER じ収録している 「Universal RAID Utility Ve 「2.3 ューザーズガイド」を参 
照してください。 

カスタムインス I -ールモデルでのセットアップ 

本体装置のモデルにより、あらかじめ Universal RAID Utility がインストールされている場合 
があります。 


シームレスセットアップを使用したセットアップ 

Universal RAID Utility は、 EXPRESS 目 ULDER に収録している「シームレスセットアップ」を 
使用してセットアップできます。シームレスセットアップのセットアップするアプリケーショ 
ンの選択で 、 [Universal RAID Utility ] を選択してください。 

Universal RAID Utility のセットアッププ□グラムを使用した 
セットアップ 

• Windows の場合 

けートランメニュ ー] で Universal RAID Utility のセットアッププ□グラムを起動できます。 
けートランメニュ ー] で[ソフトウエアをセットアップする ]、 [Universal RAID Utility ] 
をクリ 、ソク します。 

なお、 Windows の場合、下記のランタイムコンポーネントが必要です。 

— Microsoft .NET Framework 2.0 JU 上 


— Microsoft .NET Framework 2.0日本語 Language Pack U 上 
- Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリ 

この 3 つのソフトウエアは、[オートランメニュー ] でインストールできます。 

[Microsoft .NET Framework 2 .0] と [Microsoft .NET Framework 2.0 B 本語 Language 
Pack ] をインストールするには、けートランメニュ ー] で [ Windows をセットアップす 
る ]、 [.NET Framework Ver 2.0再配布可能パ、ソケージ ( x 86) のインストール] ( x 64 の場合、 
[.NET Framework Ver 2.0再配布可能パ、ソケージ ( x 64) のインストール])をクリ、ソクしま 
す。 
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[Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネント]をインス 
卜ールするには、[才ートランメニュー]で [Windows をセットアップする]、 [Microsoft 
Visual C ++ 2005 SP 1 再配布可能パ、ソケージ ( x 86) のインストール; KCPU アー羊テク 
チヤに関わらず、 （ x 86) を使用します)をクリックします。 

• Linux の場合 

Universal RAID Utility のインストールイメージが存在するディレクトリで、セットアッ 
ププ□グラムを直接実行します。インストールイメージは、 EXPRESS 目 ULDER の W 下 
のディレクトリに収録しています。 

/888/ lnx / pp/uraidutl 

BBB の部分は、 EXPRESSBUILDER 媒体番号 5. AA - BBB.CC の BBB と同じ値です。 


RAID レベル6の論理ドライブの作成 

Universal RAID Utility では、3台の物理デバイスで RAID レベル6の論理ドライブを作成できま 
せん。3台の物理デバイスで RAID レベル6の論理ドライブを作成するには、 WebBIOS を使用 
してください。 
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エクスプレス通報ヴービス/エクスプレス通幸民 
ヴービス ( HTTPS ) 


エクスプレス 通報 サービス/エクスプレス 通報 サービス ( HTTPS ) に登録することじより、 
システムに発生する障害情報（予防保守情報含む）を電子メールやモデム経由で保守センター 
に自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速に 
保守を行ったりすることができます。 

セットアップに必要な契約 

エクスプレス 通報 サービス/エクスプレス 通報 サービス ( HTTPS ) を有効にするには、 じ (下 
の契約等が必要となりますので、あらかじめ準備してください。 

• 本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービス/エクスプレス通報 
サービス （ HTTPS ) の契約 

本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービス/エクスプレス通報 
サービス ( HTTPS ) のみの契約がお済みでないと、エクスプレス通報サービス/エクス 
プレス通報サービス ( HTTPS ) はご利用できません。契約内容の詳細については、お買 
い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 CD 

契約後送付される通報開局 CD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 CD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 


エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス ( HTTPS ) のセットアップについて 
は、「オンラインド羊ュメント」を参照してください。 
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装置情報収集ユーテイリテイ 


装置情報収集ユーティリティは本装置にインストールするソフトウエアです。 
保守時や障害時などにサーバのを種情報を採取することができます。 
rEXPRESSBUILDERJ DVD からインス I — ルすることができます。 



Ifi ック I 


本ユーティリティのサポート対象 0 S は次の通りです。 
— Windows Server 2003 
— Windows Server 2003 x64 Editions 
- Windows Server 2008 


インストール 

ここでは、個別にインストールする場合の手順を説明します。 

1 . 日 S が起動した後、 「EXPRESSBUILDER」DVD を光ディスクドライブに挿入し 
て < ださい。 

2. Autorun で表示されるメニューから[ソフトウェアをセットアップする]-[装置 
情報収集ユーティリティ]の順にクリックしてください。 

本ユーティリティのインストールを開始します。じ(降はダイア□グボックス中の 
メッセージじ従ってインストールしてください。 

(デフオルトでは、システムドライブ ¥ ezclct フォルダにインストールされます。） 


. . 

产 过 

NEC 

EXPRESSBUILDER 

Menu items 



む ドキュメントを読む 
り Windows をセットアップホる 
© ドライバディスク ( W た::こ V . 巧け>を■:;二;る 
0ドライバディスク （ ：nux 向け：す’る 

〇 み、りしマ、り" y 


も 


W"0 • アドミニストレータの権限を持ったアカウントでシステムに□グインし 

量3 てください。 

• インストール先ドライブの空き容量び「2.己 GB」 似上(2、要です。 


使用方法 

本ユーティリティのインストールフォルダ配下の 

stdclct フォルダ配下口 og フォルダが作成され、本装置のを種情報が圧縮ファイル ( zip 形式)で 
格納されます。 
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アンインスI-ール 

[Server Corelil 外の場合] 

コント□—ルパネルから「プ□グラムの追力□と削除」一 「ProductInfo Collection Utility 
( Vx . x . x )」 を選んでください。 W 降はダイア□グボックス中のメッセージじ従ってアンインス 
卜ールしてください。 

[Server Core の場合] 

コマンドプ□ンプトにて下のコマンドを実行してください。 

Wmic product where name 二り Product Info Collection Utility " call uninstall 
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情報提供ツール riMEC か S のお知 S せ J 


情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」は、購入された装置をご利用いただくうえで役立つ情報 
を提供するツールでず。 



本ツールは、じ TF のエディシヨンにがしてのみインストールされます。 

— Windows Server 2008 R2 Standard ( フルインストール）（日本語 ) 
— Windows Server 2008 Standard ( フルインストール）（日本語） 

— Windows Server 2003 R2 Standard Edition ( 日本語） 

— Windows Server 2003 Standard Edition ( 日本語） 

これに ( 外のファミリやエディシヨンでは、インストールされません。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデル(こよっては購入時に情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」があらかじめインストールさ 
れている場合があります。 

シームレスセットアップを使ったセットアップ 

情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」は、添付の rEXPRE % BUILDER 」 DVD じ収められてい 
る自動インス!'''ールツール「シームレスセットアップ」を使ってインス!'''ールできます。 


手動インスI-ール(新規インスI-ール） 

手動で情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインス I ルする場合は、 rEXPRE % BUILDER 」 
DVD 内のオンラインドキュメント [Windows Server 2003インストレーシヨンサプリメントガ 
イド」を参照し、「システムのアップデート」を適用してください。 


情報提供ツール 「NEC か5のお知5せ」のアンインストール手順 

情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をアンインストールする場合は、次の手順じしたがって 
ください。 


w "0 本ツールをアンインス I ルする場台は、本ツールをインス I ルしたアカウ 
ントで行なつてください。本ツールをインストールしたアカウントはお客様の 
環境により下のとおりとなりまず。 

• 「BTO (工場組み込み出荷)」で「カスタムインストール」を指定して購 
入された環境、または再セットアップ時に EXPRESSBUILDER の 
「シームレスセットアップ」を使用した環境の場合 

- Administrator アカウント 

• 再セットアップ時にインストールサプリメントガイドを参照し「マニュ 
アルセットアップ」を使用した環境の場合 

-「システムのアップデート」を実行した管理者権限を持つアカウン 
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< Windows Server 2008 R 2 /Windows Server 2008の場合 > 

1 . [プ□グラムと機能]画面を表示する。 

く標準のスタートメニューの手順> 

スタートメニューから[コント□-ルパネル]をポイントし、[プ□グラムと機制をク 
リ、ソクする。 

くクラシックスタートメ ニュー モードの手順> 

スタートメニューから[設を]をポイントし、[コント□-ルパネル]からヴ□グラム 
と機能]をクリックする。 

2. [プ□グラムのアンインス!ルまたは変到一覧から情報提供ツール [ NEC からの 
お知らせ]をダブルクリックする。 


1 古; ブ □ ヴラムと巧を ' 

r ~~1 

な‘ 广大回，コントロールバネル，ブ□ヴラムと视を 

， 幽悼 

ファイルの漏集旧表示 ( V ) ツール订）〜(レブ ( H ) 



$ス^ ブ□クラムのアンインス h —ルまたは巧$ 

摇' プ□ジラムをアシインスト—ルするには、一度からプ□ジラムを涯巧して [7 ンイシストル]、废思、または脈彻をクリックしミ 

Windows Marketplace で斯しいプ 
□ヴラム娜得 

m Windows の概能のちか化または 
胃 無細ヒ 



アンインストールが開始されます。 



次のメッセージが表示される場合がありますが、 [ OK ] をクリックしてくださ 




3. [プ□グラムと機能]画面の[プ□グラムのアンインス!-ールまたは変更]一覧か 
ら、情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」が削除されていることを確認後、シ 
ステムを再起動する。 

続いて、[お気に入り]から [ NEC からのお知らせ]を削除します。 

4. [Internet Explorer ] 上にてく Alt > キーを押してツールバーを表示し、[お気に入 
り]から[お気に入りの整理]を選択する。 

「お気に入りの整理」ウィンドウが開きます。 

日.項目から 「 NEC 」 フオルダを選択する。 

NEC フォルダに登録されている Web サイ I -- 覧が表示されます。 
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目. [ NEC からのお知らせ]を選択し、悄 y 除]をクリックする。 

「ファイルの削除」の確認ウィンドウが開きますので、[はい]をクリックして削除し 
てください。 

t (上で、情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」のアンインス!-ールは完了です。 

く Windows Server 2003の場合> 

1 . [プ□グラムの追加と削除]画面を表示する。 

く標準のスタートメニューの手順> 

スタートメニューから[コント□ールパネル]をポイントし、[プ□グラムの追力□と削 
除]をクリックする。 

くクラシックスタートメニューモードの手順> 

スタートメニューから[設を]をポイントし、[コント□-ルパネル]からけ□グラム 
の追力□と削除]をクリックする。 

2. [現在インス!-ールされているプ□グラム]一覧から情報提供ツール [ NEC からのお 
知らせ]を選択し、悄 y 除]をクリックする。 



3. 次のメッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 



アンインストールが開始されます。 



次のメッセージが表示される場合がありますが、[無視]をクリックしてくだ 

さし、。 


^^.^^；]^もぞ続巧するには、ホのアブリケーシヨンを終了するぶ 


NE 〔师の叔おせ 


[ 卞ヤンむル： I S 試巧® I 無視の I 
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4. [プ□グラムの追加と削除]画面の[現在インス!-ールされているプ□グラム]一 
覧 から、情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」が削除されていることを確認後、 
システムを再起動する。 

続いて、[お気に入り]から [ NEC からのお知らせ]を削除します。 

日.[エクスプ □- ラ]上にてツールメニューの[お気に入り]から[お気に入りの整理を 
クリックする。 

「お気に入りの整理」ウィンドウが開きます。 

目.項目から 「 NEC 」 フオルダを選択する。 

NEC フォルダに登録されている Web サイ I 覧が表示されます。 

7. [ NEC からのお知！5せ]を選択して、悄 y 除]をクリックする。 

「ファイルの削除の確認」ウィンドウが開きますので、[はい]をクリックして削除し 
てください。 

W 上で、情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」のアンインストールは完了です。 
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管埋 PC 用バンドルソフトウエア 

装置をネットワーク上から管理するための「管理 PC 」 を構築するために必要なバンドルソフ 
トウエアじついて説明します。 


ESMPRO/ServerManager 


管理用 PC 上で ESMPRO / ServerManager を使用すると、リモートで本装置を管理-監視、モ 
ジュール管理、 RAID システムの管理•監視を行えます。この機能を使用するためには、各種 
本体用バンドルソフトウエアを本装置にインス I -ールする必要があります。 

管理 PC へのインストール方まや設をの詳細についてはオンラインド羊ュメントまたは 
ESMPRO のオンラインヘルプをご覧ください。 



ESMPRO / ServerManager の使用にあたってのを意事項や補足説明がォンライ 
ンドキュメントで説明されています。添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内 
のオンラインドキュメント 「 ESMPRO / ServerManager インストレーシヨンガ 
イド」を参照してください。 
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